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れ
、
清
新
な
潤
い
を
も
た
ら
し
て
い
ま
す
。
そ

し
て
こ
の
川
に
、
三
方
の
山
に
源
を
発
す
る
田

沢
川
、
湯
川
、
沓
掛
川
、
阿
鳥
川
が
合
流
し
、

千
曲
川
に
注
い
で
い
ま
す
。
村
の
面
積
は
約

五
、七
○
○
㌶
で
、
う
ち
山
林
が
約
八
割
を
占

め
て
い
ま
す
。

◆
タ
チ
ア
カ
ネ
（
青
木
村
特
産
そ
ば
）

　

タ
チ
ア
カ
ネ
は
、
長
野
県
野
菜
花
き
試
験
場

で
開
発
さ
れ
た
後
、
平
成
二
十
一
年
度
に
農
林

水
産
省
の
認
定
品
種
に
指
定
さ
れ
、
本
格
的
な

栽
培
が
始
ま
っ
た
ば
か
り
の
そ
ば
の
品
種
で

す
。
名
前
の
由
来
は
茎
が
丈
夫
で
倒
れ
に
く
い

特
徴
か
ら
「
タ
チ
」
と
、
そ
ば
の
白
い
花
が
実

に
な
る
と
茜
色
に
な
る
「
ア
カ
ネ
」
か
ら
き
て

い
ま
す
。
独
特
の
風
味
と
甘
み
が
特
徴
で
、
十

割
そ
ば
で
も
つ
る
つ
る

し
て
い
て
子
ど
も
に
も

人
気
で
す
。
村
内
に
は

タ
チ
ア
カ
ネ
を
食
べ
る

こ
と
の
で
き
る
お
店
が

五
軒
ほ
ど
あ
り
ま
す
。

　

青
木
村
は
長
野
県
の
東
部
、
上
田
市
の
西
に

位
置
し
美
し
い
山
々
に
囲
ま
れ
た
農
山
村
で

す
。
南
に
夫お

が
み
だ
け

神
岳
（
標
高
一
、二
五
○
㍍
）、
北

に
子こ
ま
ゆ
み
だ
け

檀
嶺
岳
（
標
高
一
、二
二
三
㍍
）、
西
に
は

十じ
ゅ
っ
か
ん
さ
ん

観
山
（
標
高
一
、二
八
四
㍍
）
が
そ
び
え
、

こ
れ
ら
は
昔
か
ら
「
青
木
三
山
」
と
呼
ば
れ
村

の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
村
民
か
ら
愛
さ
れ
て
お

り
、
里
山
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
は
最
適
で
す
。

　

標
高
は
役
場
の
位
置
で
五
五
五
㍍
あ
り
、
村

の
ほ
ぼ
中
央
を
浦
野
川
が
東
に
向
か
っ
て
流

◆
国
宝
　
大
法
寺
三
重
塔

　
「
見
返
り
の
塔
」
と
名
付
け
ら
れ
た
こ
の
塔

は
、
そ
の
美
し
さ
か
ら
思
わ
ず
振
り
返
る
と
い

う
意
味
か
ら
つ
け
ら
れ
た
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
美
し
さ
の
由
来
は
、
初
重
が
特
に
大
き
く

安
定
感
の
あ
る
工
法
で
、
他
に
は
、
奈
良
の
興

福
寺
の
三
重
塔
だ
け
と
極
め
て
珍
し
い
工
法
で

す
。
正
慶
二
年
（
一
、三
三
三
年
）、
鎌
倉
か
ら

南
北
朝
時
代
へ
と
移
る
時
期
に
建
設
さ
れ
、
以

来
六
世
紀
の
年
月
を
経
て
今
も
見
る
人
の
目
を

引
き
つ
け
て
い
ま
す
。
塔
の
高
さ
は
礎
石
上
端

か
ら
宝
珠
上
端
ま
で
一
八
、五
六
㍍
。
高
台
に

あ
り
周
囲
の
緑
と
調
和
し
て
、
素
朴
で
あ
り
な

が
ら
美
し
さ
を
際
立
た
せ
て
い
ま
す
。
昭
和

二
十
八
年
国
宝
に
指
定
さ
れ
ま
し
た
。

◆
田
沢
温
泉
、
沓
掛
温
泉

　

十
観
山
の
山
間
に
あ
る
飛
鳥
時
代
後
半
の
開

湯
と
い
わ
れ
る

田
沢
温
泉
は
、

昔
か
ら
子
宝
の

湯
と
し
て
、
ま

た
乳
の
出
が
良

く
な
る
温
泉
と

し
て
も
知
ら
れ

て
い
ま
す
。
近

く
に
は
子
安
地

蔵
尊
を
安
置
し

た
薬
師
堂
が
あ

り
、
四
季
を
通
じ
て
参
拝
客
も
あ
り
、
旅
館
三

軒
の
ほ
か
に
、
日
帰
り
温
泉
施
設
と
し
て
「
有う

乳ち

ゆ湯
」
が
あ
り
ま
す
。

　

沓
掛
温
泉
の
開
湯
は
平
安
時
代
で
、
地
名
の

旧
称
か
ら
「
浦
野
の
湯
」
と
呼
ば
れ
た
時
代
も

あ
り
、
文
化
七
年
（
一
、八
一
〇
年
）「
旅
行
用

心
集
諸
国
温
泉
二
九
二
ヶ
所
」
に
も
記
載
さ
れ

る
ほ
ど
昔
は
湯
治
客
で
大
変
賑
わ
い
、
近
隣
の

温
泉
地
を
は
る
か
に
し
の
い
だ
と
伝
え
ら
れ
て

い
ま
す
。
二
軒
の
旅
館
の
ほ
か
に
、
日
帰
り
温

泉
施
設
「
小
倉
乃
湯
」
が
あ
り
ま
す
。

○
青
木
村
へ
の
ア
ク
セ
ス

・
車

　

�

上
信
越
自
動
車
道
・
上
田
菅
平
イ
ン
タ
ー
か

ら
国
道
一
四
三
号
で
約
三
〇
分
。
中
央
自
動

車
道
・
長
野
自
動
車
道
・
麻
績
イ
ン
タ
ー
か

ら
県
道
一
二
号
で
約
三
〇
分

・
電
車

　

�

北
陸
新
幹
線
・
し
な
の
鉄
道
上
田
駅
か
ら
青

木
行
き
バ
ス
で
約
三
〇
分

青木三山の一つ「子檀嶺岳」

青木村特産そば「タチアカネ」

国宝　大法寺三重塔

田沢温泉


